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どうなる今年の労働基準行政 ──────── １

働き方改革を強力に推進するため
労働基準法改正案の早期成立図る

新春対談

厚生労働省労働基準局長の山越敬一氏と、本誌連携「労働スクランブル」の執筆者で労働評論家の飯田康夫氏が、平成
28年の労働基準行政について新春対談を行った。対談の中で、山越局長は、平成28年の重点課題として、①長時間労働
削減、年次有給休暇取得促進等による働き方改革について、引き続き取り組んでいくこと、②働き方改革を強力に推進
するため、現在継続審議となっている労働基準法改正案の早期成立を図ること――などを挙げた。併せて、現在、大き
な問題となっている学生アルバイトの労働条件の確保、昨年12月に施行されたストレスチェック制度についての周知徹
底、最低賃金引上げに向けた環境整備等に積極的に取り組んでいく考えを明らかにした。

～ 山越敬一 労働基準局長 ＆ 労働評論家・飯田康夫氏 ～

労務相談室
〔高待遇の採用者に試用期間設定〕ノルマ未達成で本採用拒否は ─── 80
〔60歳代の男性２人を嘱託で採用〕年金減少しないためには ───── 82
〔傷病手当金受給者が療養のため退職〕退職後も受給できるか ──── 84
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──────── 54

最高裁が妊娠中の軽易業務転換に
伴う降格は原則無効との判断示す
（弁護士・森井利和＆特定社会保険労務士・森井博子）

〈第17回〉マタハラ

●弁護士＆元監督官がズバリ解決！
　～労働問題の「今」～

────────────── 12●新春訪問
　「働き方改革」に取り組むイキイキ職場

改革恐れず 改善怠らず 共通認識を

 （編集部）

〈Ⅰ〉静岡県島田市・川根本町
〈Ⅱ〉トロシステムズ株式会社
〈Ⅲ〉株式会社ランクアップ

●労働局ジャーナル〔和歌山労働局〕 ─ 65●レ
ポート／「過労死等防止対策推進シンポジウム」
〈東京会場〉 ─ 66●連載　労働スクランブル○238
（労働評論家・飯田康夫） ─ 72●NEWS ─ 74●  
わたしの監督雑感　埼玉・熊谷労働基準監督署長 
小林雅彦 ─ 86●編集室 ─ 88

──────── 38
●特別企画／事業所設立の申請手続と
　　　　　　マイナンバー

事業所新設時は適用事業報告を提出
会社設立なら設立届出書等も必要に

 （編集部）

──────────── 68●企業税務講座

オフィス減税 ～ 移転型と拡充型
第61回　地方拠点強化税制①

（弁護士・橋森正樹）

─────────── 48●解釈例規物語76
第24条関係

 （中川恒彦）
欠勤に対する賃金カット額の計算方法


